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９月 21日～ 10月 20日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

喜多　祐斗 ♡ 岡﨑　唯 西泊津

●お誕生おめでとうございます

京 谷 　 夢
む ぎ

輝 （敬太 温美 ) 中央町

山 本 　 蒼
そ ら

翔 （翼 ちなみ ) 北星町

福 司 　 結
ゆ づ き

月 （哲也 美穂 ) 共　栄

●おくやみ申し上げます

池田　喜久夫 　８１歳 北星町

平山　定一 　９８歳 美　宇

横井　洋子 　８４歳 共　栄

今野　德男 　８５歳 大　富

角田　光子 　９１歳 北星町

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
５
年
11
月
号
（
通
巻
683
号
）

人の

うごき

人　口 5,164 人 （前月比 － ９人）

　男 2,574 人 （前月比 － １人）

　女 2,590 人 （前月比 － 8 人）

世 帯 2,819 世帯 （前月比 ± 0 世帯）
（令和５年 10 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 24件 （ 25件）

286件 （287件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

 ０人（３人）

３人（12人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

３件（６件）

発生件数

０件（１件）

３件（７件）

区　分

10月

５年１～ 10月

区　分

10月

５年１～ 10月

戸  籍  の  窓

　

第
六
十
二
話

　「
戦
前
の
文
化
活
動
（
語
り
）」（
要
約
文
）

　

昭
和
十
五
年
の
日
高
毎
日
新
聞
（
後
の
日
高
報

知
新
聞
）
に
、
高
江
俳
句
会
の
こ
と
が
載
っ
て
い

ま
す
。
高
江
俳
句
会
が
活
動
し
始
め
た
の
は
昭
和

十
三
、
四
年
頃
で
す
。
当
時
の
役
場
の
収
入
役
が

俳
句
が
好
き
な
方
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
頃
に
俳
句

会
を
作
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
昭
和
万
葉
集

に
入
選
し
た
鈴
木
弦
さ
ん
も
会
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
俳
句
を
す
る
と
き
は
鈴
木
弦
月
、
短
歌
を
す

る
と
き
は
穂
積
弦
月
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
当

時
、
弦
さ
ん
は
戦
争
に
兵
隊
と
し
て
行
く
前
で
し

た
の
で
、
ま
だ
十
代
の
頃
で
し
た
。
私
も
二
十
代

だ
っ
た
の
で
、
メ
ン
バ
ー
は
若
い
人
が
多
か
っ
た
。

弦
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
大
正
時
代
に
鈴
木
商
店

を
創
業
し
た
鈴
木
守
さ
ん
で
、
そ
の
方
も
会
に
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
み
ん
な
で
俳
句
な
ど
を
や
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
終
戦
近
く
に
途
中
で
途
切
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
当
時
の
教
育
長
さ
ん
が
音
頭
を
と
っ

て
、
俳
句
活
動
が
再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
途
中
で

中
断
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
俳
句
の
小
冊
子
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
、
昭
和
六
十
一

年
に
会
を
新
た
に
し
て
発
足
し
た
の
で
す
。

　

戦
前
で
他
に
盛
ん
な
も
の
で
は
、
と
に
か
く
楽

し
む
こ
と
が
少
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、
囲
碁
か

将
棋
を
や
る
こ
と
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
囲
碁
は
、

市
街
地
で
商
店
や
旅
館
を
経
営
し
て
い
た
人
達
が

集
ま
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
毎
度
、
夜
と
な

く
昼
と
な
く
集
ま
っ
て
は
碁
を
打
っ
て
い
た
も
の

で
す
。
そ
れ
と
百
人
一
首
、
カ
ル
タ
が
あ
り
ま
し
た
。

私
も
好
き
な
も
の
だ
か
ら
、
役
場
本
庁
舎
の
近
く

に
会
議
室
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
カ
ル
タ
を
背
負
っ

て
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
か
つ
て
は
新
冠
文
化
協
会
の
加
盟
団
体
と
し
て
、

「
新
冠
俳
句
の
会
」
、
「
新
冠
囲
碁
同
好
会
」
、
「
新
冠

カ
ル
タ
同
好
会
」
、
「
短
歌
サ
ー
ク
ル
此
の
路
」
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
短
歌
サ
ー
ク
ル
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

判官館森林公園内には、穂積弦月の歌碑が
建立されている。

＜防火の基本はそこに住む人の自覚です。＞
火災による被害をなくすためには、日ごろから火災を発生さ
せないよう注意するのはもちろんですが、万が一出火したと
きにどのように行動すべきかを覚えておくことも大切です。
被害を最小限に抑えるために、家族、地域ぐるみで防火意識
を高めましょう！ 　　　　　　　　　　 　　　　　　消防署新冠支署

パパ　　　　 ママ


